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1.はじめに

ベルリンの壁の,予想外にあっけない崩壊

からものの1年も経たない1990年10月3日,

遂に東西ドイツは名実共に一つの国になった｡

1989年夏頃から始まった,旧東ドイツの若年

層の,列車や車を使った,チェコや-ソガ

リlを経由した,一種の丁亡命｣,壮大な歴史

的逃亡運動の単なる続きとして何気なく見て

いると,あたかも自然の成行きのように思え

てしまうかも知れないが,いうまでもなく,

もちろんこれは,世界の歴史の1頁が確実に

新しくめくられた,偉大な事件である｡こん

なことになるとは夢にも思わず, 1989年3月

から(旧)西ドイツ,ラインラソド･プァル

ツ州トリアl市のト1)アー大学Ⅳ専門学群経

営経済学部Plに客員教授として滞在していた

筆者は,文字通り全く偶然,この日を(旧)

東ドイツ･テユlリンダソ州シュライツで過

ごす事となった｡そしてその前後,合計10日

間をこの新しい統一ドイツで過ごし,ライブ
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ツィヒ近郊の,ロイナ-メルゼブルグ(Leu-

na-Merseburg)工科大学と,ドレスデン工

科大学の経営工学科で,日本企業の経営にっ

いて講演を行う機会に恵まれた｡事の起こり

は1990年6月上旬にフランクフルト(マイ

ン)で開かれた第52回ドイツ経営学会である0

1989年11月9日のベルリンの壁の歴史的な崩

壊後の初の大会だったため,ベルリンの壁が

できる前,すなわち相当昔はいざ知らず,こ

の日は東ドイツからも,当然,初めて,数多

くの教授たちが参加することとなった｡この

ような状況に藍みてか,フランクフルト大学

(正確にはヨ-ソ･ヴォルフガング･ゲーテ

大学･フランクフルト･アン･マイソ)の学

会事務局は急速,東ドイツの企業および経済

に関するトピックを最終日の分科会のディス

カツシまソ･テlマとして追加し,議論を盛

り上げていたほどである｡ (ただし,その内

容にっいては, ･急速追加されたトピックとい

うこともあってか,筆者の目にも,いかにも

間に合わせふうに映り,扱われるテーマも概

論的なものにとどまっていて,掘り下げ方が

足りないという不満が大部分残ったようであ

るが.何よりも,大会最終日に正面玄関に貼

り出された各分科会のテーマが,いざ当該

Horsaalに行ってみると,目の前で変更され

たりして,わが国の学会ではあまり考えられ

ないようなことが多く,参加者からはあから

さまな不満がよせられていたものである｡)

そしてこの時,大会2日目の昼食時にビュッ

フェで偶然折合わせたロイナ-メルゼブルグ



工科大学のヴォルフガング･カッツァー

(Wolf gang Katzer)教授と話しているうち

に,一度メルゼブルグへ来てしゃべってみな

いか,ということになり,どうせ(旧)東ド

イツまで出かけて行くならと,ドレスデソ工

科大学の以前からの友人にも働きかけ,今度

の講演兼行が実現したものである｡カッ

ツァ･一教授の本来の興味は,日本では工学系

の技術あるいは知識の実務への適用に際し

て,いわゆる経営学の立場からの協力はどの

程度行われているか,ということであり,日

本での企業の意思決定及びその実行に際して

の実情を知りたい,ということであった｡旧

東ドイツを始め,チェコ,ルーマニアなど,

社会主義経済に別れを告げ,市場経済システ

ムの導入に躍起な国々では,文字どおり何も

ないところに新しいやり方を通用するのであ

るから,従来,書物や話等だけで知っていた

知識を現実へ適用するにあたっては,実に

様々な方面からの手助け,相互協力を要す

る,あるいはそのように考えており,そのこ

とに対する興味には相当のものがある｡その

後,何度か手紙のやりとりがあり, 10月上旬

にメルゼブルグ訪問と詳韓が実現したもので

ある1｡また,ドレスデソ工科大学では,ト

I) 7 -大学第Ⅳ専門学群経営経済学部門の主

任教授である, -ルトムlト･ヴェヒタl

(Hartmut W色chter)教授の解介で,以前ト

リア-大学に,短期留学で来訪していた,同

大学の,ツィ-ダンパイン(Annerose

Ziegenbein)講師の仲介を得て,やはり日本

企業の経営について話すこととなった.普

た,これとは別に1990年11月から短期留学

で,ルーマニアのブカレスト国立経済アカデ

ミー商学部(日本ふうに言えば,国立ブカレ

スト経済大学商学部, Academia de Studii

Economice, Facultatea de Comert)の学部長

を務めるヤコブ･ケルバレク-ディマ(lac-

ob Kerbalek-Dima)教授がトリアー大学第Ⅳ

専門学群経営経済学部門に滞在し, 2ヶ月間

ではあったが大学の研究室を共同で利用した

ことから,筆者としては思いがけずルーマニ

アの商業経済(同教授の専政分野である)に

ついて,あるいは更に旧社会主義諸国におけ

る経営学教育について,見聞を広げることが
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さて,旧東ドイツの両大学で話した内容の

大半は,私がすでに論文の形でまとめて,現

在レフェリーを受けているものであり,東ド

イツではそうたやすく入手できる情報ではな

いのは確かであるが,それにしても東ドイツ

の大学関係者の持っ,日本に関する情報の少

なさは,驚くものがある｡講演前の彼らとの

雑談(と言っても1時間以上話したのだが)

において,彼らから最初に受けた質問の内容

から判断すると,日本といえば,彼らにとっ

ては遥か遠い棲東の巨大資本主義国で,模倣

とダンピングを繰り返して成長してきた国,

という程度の認識のようである｡ただし,旧

社会主義国においては,一概に,いわゆる資

本主義国-のイメージは,良いものではな

かったであろうし,それがそのまま彼らに

とってのイデオロギーでもあったわけであろ

う｡長い間,西側からは国策として厳しく隔

推された,いわば｢箱庭｣の中にいたため,

西側の情報をダイレクトに受ける体制ができ

ておらず,彼らにとっては(旧)西ドイツを

経由して入って来る情報が日本に関する全情

報になっているのは今のところまだ仕方のな

いことかもしれないが,ただ,それよりも気

になったのは,彼らが共通して語っていた,

新生ドイツの大学としてのその新しいカリ

キュラムの内容である｡

2.旧東ドイツの大学における経営学教

育のプログラム

旧東ドイツでは,おおやけには｢経営学

科｣と名乗ることをせず,工学部の中に経営

経済学専攻のコースを設置していることが多
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いようである｡しかし,何と言っても従来

の,社会主義体制のもとでの計画的資源配分

という発想を, ｢一夜にして｣ではないにし

ても,ほとんど180度転換する必要があり,

しかもそれを学生に教えなくてはならないの

だから,彼ら教授たちの苦労,あるいは苦悩

は想像を絶するものがあるようだ｡ロイナ-

メルゼブルグ工科大学の経営経済学部Flの主

任教授であるエーベル-ルトガルベ(Eber-

hard Garbe)教授の話では,計画経済から市

場経済への移行にあたり,教授たちが新しい

知歳の習得のため;猛勉虫の真っ最中だそう

である｡従来ロイナ-メルゼブルグ工科大学

では近隣の-レ(Halle)市などの企業の実務

家を対象として, 2-4週間の期間で,経営

学教育のコースを開詳し,毎回定員いっぱい

の参加者を得ていたが,ベルリンの壁の崩壊

級,まったく参加者がなくなってしまい,し

かも前述のごとく教授たち自身が再勉強の

真っ最中であることから,事実上このコース

も作り直しを余儀なくされているという｡し

かしながら,従来のこのコースへの参加者

が,かわりに,揃って皆ケルン大学やフラン

クフルト大学-行ってしまっているという現

荏,教える側の準備を万端盤え,再びこの教

育コースへの参加者を数多く迎えるようにな

るのがいつなのかは,正直なところ,定かで

はなく,また,今後このようなコースがはた

して続いていくかも,不明である｡ガルべ教

授も,この点については楽観視はしていな

かった｡

新しいゼメスターの始まる1990年10月1日

から旧東ドイツの大学はすべてカリキュラム

を全面改正したのだが,そこには数多くの特

徴が発見される｡まず第一外国語を従来のロ

シア語から英語に替えるということである｡

当然のことながら,ソ連を中心にした共産主

義国の輪の,そのほとんど中心にいたと言っ

ても良い優等生,旧東ドイツであるから,外

国語といえば即座にロシア語を意味していた

のであり,外国書購読とは,ロシア語の,社

会主義経済のテキストの購読を意味していた

ようである.メルゼブルグでもドレスデンで

ち,教授たちの話では,学生たちは皆,ロシ

ア語の読み書きは達者であり,会話も原則と

して可能だ,ということであったが,逆に英

語はほとんど理解しない,ということであっ

た2｡しかし,こうして今,西側の仲間入り

をしたからには,否応なく英語を勉強し,経

営学関係の英語の文献を消化しうるようにな

らなくてはならないのは明らかである｡この

点,ルーマニアでは,旧東ドイツとは違っ

て,大学に学ぶ学生の半数は英語を理解する

ということであり,また,ケルバレクエディ

マ教授の話では,ルlマニア語はイタリア語

とかなり似ていて,またフランス語にも近い

ため,フランス語もかなりの学生が理解する

という｡このあたりが,ユl P･コミュニズ

ム等とは言っても各国間でかなり内訳のちが

うところであり,旧東ドイツが負っている-

ソディであると言わざるを得ないであろう｡

そのようなわけで,旧東ドイツでは,英語の

教師は,従来は原則としては存在しなかった

はずであるが,英語を教える教育体制が今

級,はたして即座に十分に盤傭されるかは別

としても,彼ら教授たちの意識としては,英

語の文法は,ロシア語の文法よりも遥かに易

しいという借念のためもあるようで,学生た

ちの英語の勉虫についてはあまり心配はして

いないように,筆者には見受けられた｡この

点は,外国語というものに対する,彼らと

我々日本人の意識との基本的な違いが存在し

ていることにもよるであろうし,また,日本

語という｢特殊な｣言語を母国語としている

我々にとっての一種の-ソディキャップをも

強く感じさせるものであった｡

さて,何と言っても,カリキュラムの改正

に関して,私が一番驚いたのは,いわゆる社

会主義教育関係の科目を,すべて,いわば根

こそぎ廃止してしまっていることである｡新
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しいカリキュラムの中には,それらはまった

く,文字通り-科目もなくなっている.筆者

には,こういうあまりに急激な処置こそ逆に

｢社会主義的｣な発想ではないかという気が

して,その理由をやんわりと聞いたら,ガル

ベ教授はひとこと｢現実の事象を説明できな

いような理論を勉卓しても全く意味がないか

らだ｣という回答をして,またもや私を大い

に驚かせた｡彼によれば,マルクスの理論

は,今やまったく時代遅れで,現代経済の説

明には無力であるという｡旧東ドイツの知識

階級のトップであるはずの大学教授がこのよ

うにマルクスに対する批判をあからさまに

堂々と述べ,こんなものは必要ない,必要な

いものをわざわざ教えることは無駄だ等と

はっきり言っているようすなどは,筆者に

は,自分は夢を見ているのではないかと思わ

れるほどであった.何より,彼は社会主義の

思想にっいて,まったく語ろうとせず,無理

に,いわば諌導尋問的に筆者が行なった質問

に対して,せいぜい, ｢マルクスの理論は昔,

革命を起こすためには,っまり,当時は必要

だったのだ｣とわずかに述べただけだったの

紘,妙に筆者の印象に残ったものである｡周

知の通り,現在旧東ドイツでは,国家公務員

の｢適性｣に関する議論が嵐のように吹きま

くっており,いわば｢護身｣のために旧体制

の批判をする人も少なくはないようである

が,ガルベ教授は元来旧SED (Sozialistische

Einheitspartei Deutschlands,社会主義統一

党)の党員でもなく,むしろ新しい巻き返し

をねらっている人物のようであった｡ちなみ

に,ロイナ-メルゼブルグ工科大学の新しい

重点科目と,ドレスデソ工科大学の経営工学

科における1990年9月末日までのカリキュラ

A,および10月1日からの新しいカ1)キュラ

ムは,おおよそ次の表の通りである｡

衰1　ロイナ-メルゼブルグ工科大学におけ

る各学年での新しい重点科目

第1年次　経営経済学

(Betriebswirtschaftslehre)

第2年次　経済学(Volkswirtschaftslehre)

第3年次　経営情報論(Wirtschafts- und

Betnebsinformatik)

第4年次　経済性工学

(Wirtsc haftsinge nieur)

衰2　ドレスデソ工科大学における従来のカ

1)キュラム(Lehrplan) (概略)

-労働経済専政部門-

《社会主義経済体系学習基礎科目〉

社会主義政治経済学

科学的社会主義論

マルクス･レlニソ主義学習

〈社会主義経営経済学専門科目》

社会主義的生産論

社会主義的労務諭

社会主義的財務論

社会主義的情報管理論

《工学系関連科目≫

教学

眉臣fit;

蝣'Mhi

情報処理論
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衰3　ドレスデソ工科大学における新しいカ

リキュラム(Lehrplan) (概略)

一一経営人事･労務論専攻

《経営経済学専門科目》

経営生産論

経営財務論

経営労務論

事管理

織理論

労務理論

マ-ケテ

商業経済

(国民)経済学

《工学系関連科目≫

数学

経営工学

1*1 1巳

情報処理論

これを見ても理解されるように,旧カリ

キュラムではまず最初に掲載してあった,社

会主義経済関係の科目は,忽然と姿を消して

いる｡なお,これらはドイツの大学でいうい

わゆる`Hauptstudium'にかかわる部分だ

けを,しかも概略的に記したものであるが,

念のために申し添えておけば,いわゆる

`Grundstudium'でも,これらの科目を学

ぶ可能性は全く残されていない｡完壁に一掃

されている｡まことに徹底的なものである｡

この点について,その理由を何度聞いても,

ついに｢必要がないからだ｣という答えしか

返ってこなかった｡

次に,工学系の科目は,技術そのものを扱

うわけであるから,基本的に新旧カリキュラ

ム間で差がないのはうなずけるが,肝心の経

営学関係の専門科目の名称が, ｢社会主義的｣

という名前を落としただけのように見えるの

が興味深い｡イデオロギーが入り込む可能性
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の少ない科目はまだしも,実はこれらは内容

が大幡に違うのである｡すなわち,旧体制の

下では,西側の経済体制や商業制度などにつ

いて学んだり,ましてや教えるなどというこ

とはタブlであったから,自ずから,教育に

際して利用するテキストは,国営出版社から

出された,文字どおり｢国定(こくてい)｣の

教科書だけであったわけで,そのようなテキ

ストにおいては,西側のシステムなどは絶対

に記述してはならないことになっていたので

ある｡ケルバレク-ヂィマ教授によれば,た

とえばルーマニアでは,原則として西側の経

済システムについて記述することは禁止され

ていて,仮にそれを取り上げるとすれば,最

後に, ｢このような資本主義的システムは,

最終的には崩壊するであろう｣とはっきり書

かなくてはならなかったということであった｡

同教授の専門である商業経済論などは,明ら

かに｢資本主義的｣傾向を帯びやすい分野で

あるから,その分,苦労も多かったように思

われた.ただし,ロイナ-メルゼブルグ工科

大学のガルベ教授の意見では,名称だけ｢社

会主義的｣を冠していても,内容はなんら社

会主義とは関係のない科目も多いという｡ち

なみに同教授の専攻は｢リサイクリング論｣

という,旧西ドイツの大学で言えば｢環境経

営論｣にあたる,非常に重視されている科目

であるが,彼から寄贈された2冊の本を見る

限り,社会主義との関連は筆者はあまり感じ

なかった｡もちろん筆者はこの分野ではまっ

たくの素人であるが,想像するに,前述の通

り,技術的な色彩の洗い分野では,この債向

が虫いのではないかと思われた｡象徴的だっ

たのは,彼がこの2冊を筆者に渡すとき,目

の前で,表紙に書いてあるタイトルの｢社会

主義的(Sozialistische)｣の部分を線で引いて

消してから手渡してくれたことである｡そし

て, ｢内容的には何ら社会主義的などではな

い,関係ない｡｣と話してくれた｡

この点については,筆者を含めて西側の人



間は,逆に社会主義経済システムについて

の,あるいは,そこでの教育システムについ

ての知識が少ないことから,たとえば｢社会

主義的財務論｣とはいったい何のことか,と

いうことになりそうであるが,これは専ら

｢自己金融論(Selbstfinanzierung)｣のこと

であるo考えてみれば当然のことで,社会主

義経済に資本市場などはあるはずもないか

ら,資金調達論などといっても,外部資本と

内部資本であるとか,自己資本と他人資本な

どという分類も,この場合は無意味となる｡

ただ,財務論について言えば,旧東ドイツの

大学の教授たちは,収益性(Rentabilitat)の

観念というか,概念にっいて非常に敏感で

あって,計画経済システムの名残と言ってし

まえばそれまでではあるが,筆者には新鮮な

驚きであった｡しかもこれは,わが国の大学

の,経済経営系の学部の学生が,あまり熟む

には勉強しないことを話したときに出た質問

で, ｢年間にそのような百万円近い巨額の

『投資』を行なって,しかも,試験前しか熱

心に勉蛍しないのでは,さぞかし無駄な投資

になるだろう｡そのような投資の『収益性』

杏,いったいどのように考えているのか｡｣

という内容である｡教育にかけるお金を投資

と考えることは,我々の間でもそれほど奇異

な発想ではないが,その投資収益率を(学

坐,および教える側が)どのように考えてい

るのか,と問われると,返答に窮してしまう｡

このとき,もうひとっ面食らったのは, ｢そ

ういうお金は誰が支出するのか｣という質問

を受けたときである｡筆者としては,日本の

ごく一般的な実情を説明するつもりで, ｢大

半は親が出すが,中には自分で勉蛍のかたわ

ら働いて,資金を融通する学生もいる｡ただ

しそれはごく一部である｡｣と答えたら,若

干の物議をかもし,親が払うとはどういう意

味だ,ということになってしまって,っい

に,百パlセント理解されたとは思えなかっ

たものである｡旧東ドイツでは,大学に通え

る市民は,ごく一部の成蹟優秀者だけであ

り,しかもすべて国立大学で, ｢学費｣なるも

のが存在しないのであるから,確かにわが国

の実情は理解しにくいものであろう｡更につ

け加えれば,旧西ドイツにおいても,たとえ

ばコブレンツの経営大学院などの例外を除い

て,大半の大学は国立であり,授業料などと

いうものは存在しないので,旧東ドイツの大

学教授たちにとっても,なおさら妙な制度に

思えたのかもしれない｡

そして,もうひとつ,明らかに問題になる

のは,このようなカリキュラムが1990年10月

1日から始まったことによって生じる,既存

学生への影響である｡ドレスデン工科大学で

は,前記の通りカリキュラムが劇的に変わっ

てしまって,これが適用されるのは原則とし

て新ゼメスターに入学した学生からである

が,すでにいる学生に昔のままのカリキュラ

ムを適用するわけにはいかないため, ｢過渡

的｣に弾力的適用を行なう,と説明していた｡

しかし, ｢過渡的な弾力的適用｣とは何であ

るか,筆者には遂に理解できなかった｡盛ん

に言っていたのが｢科目の読み替え｣である

が,この中で読み替えが可能であるものは,

非常に少ないのではないか,と思われたし,

そもそもここまでドラマティックに違うもの

を,多少の矛盾は多めにみるとしても,すり

合わせることができるものであろうか｡筆者

の予感としては,少なくとも1988, 89年10月

入学の学生は,このような改変の被害を最も

大きく受けて卒業して行くことになるであろ

ら,と思われた｡

いま一つ,筆者が憩い印象を持ったのは,

旧西ドイツの(旧東ドイツではない),少な

くとも平均的な知識人は,マルクスの理論を

｢経済学｣とは考えてはいないようだ,とい

うことである｡今回の東西ドイツの統一に際

して,従来の旧東ドイツの経済政策の問題が

どうしても話題のひとっとなるため,旧西ド

イツの教授や学生たちと,マルクスについて
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若干議論する機会が発生し,マルクスの理論

にっいての意見を聞くこととなった.彼らの

話によると,まず社会主義というのは,なる

ほどマルクスらの考えた理論をその源として

おり,そのもとで行なわれる経済政策は｢社

会主義経済システム｣と呼ばれうるものであ

ることは間違いない｡しかし,彼らはマルク

スの唱えた理論を｢経済学｣あるいは｢経済

理論｣であるなどとは,敬重も考えてはいな

いのである｡筆者が,日本においては,たと

えば経済･経営系の大学の学部の授業では,

経済学の基礎的な理論として｢近代経済学｣

と｢マルクス経済学｣という分類による授業

が開講されることがしばしばであると説明し

たところ,彼らにとってはまずこの分類自体

が理解不可能なようで, ｢マルクス経済学｣

というのは何のことか,という疑問をぶつけ

られ,大いに戸惑うこととなった｡もとより

筆者は｢マルクス経済学｣は,学部時代に教

養課程で,しかも貞数合わせの単位取得のた

め,試験前に若干勉強した程度であり,日本

においていわゆるマルクス経済学という名の

もとにどのような講義が為されているかを説

明する資格など持ち合わせてはいないが,こ

とによると｢マルクス経済学｣という単語

は,非常にユニークな,日本に固有のものか

もしれないという可能性を感じた｡少なくと

も筆者が接している旧西ドイツ人たちは,

｢マルクス経済学｣という単語は初めて耳に

したようであった｡また,大いに納得した気

分になったのは,彼らが,旧東ドイツで行な

われていた社会主義経済システムは,マルク

スが理論として提示した体系とはすでに似て

非なるもの,あるいはまったく異なったもの

である,という発言をした時である｡そして

彼らは,マルクスの理論は,歴史学的考察,

あるいは哲学としての研究対象としては大い

に認められるべきだという考えを持っている

ことに,わが国の学界との認識の差を大いに

感じざるをえなかった｡

この意味で,西ドイツの大学で｢経済学の

理論｣と言えば,それはすなわち,いわゆる

`Volkswirtschaftslehre 'を意味していて,

マクロ･エコノミ　ックスとミクロ･エコノ

ミックスを併せて学ぶ,ということになって

いるのは確かである.そして実際,ロイナ-

メルゼブルグ工科大学でも,ドレスデン工科

大学でも,この`Volkswirtschaftslehre (〔国

民〕経済学) 'は必須科目に加えられてお

り,今後,アメリカの標準的なテキストなど

も平行利用して,知識を深めてゆくことが大

いに期待される.

学生自体の特教について言えば,旧東ドイ

ツの大学生は非常にきりっとしている｡別に

旧西ドイツの学生が,だらしがないというわ

けではないが, ct (cumtempore)と言って

定時より15分遅れて授業が始まり, 15分前に

授業が終るのが普通である.これは教師の側

が何とかできるものではなくて,定時15分後

でないと学生が教室に来ないし,終了の15分

前になると,授業が終っていなくても学生が

ぞろぞろと出て行ってしまうからである｡こ

の点旧東ドイツにはこの制度がない,少なく

ともドレスデソ,メルゼブルグでは教授たち

はこのことを知らなかったし,旧西ドイツの

大学では学生が授業中にジュースを飲んだ

り,パンやソーセージを食べたりするのはご

く普通であるのに対し,旧東ドイツでは,そ

ういうことが全くなく,この点は日本の学生

と共通点があるように思われたものである｡

3.大学をめぐる混沌

以上は純粋に学生の教育に直接関係のある

間薦ばかりであるが,更に筆者の目には根深

い問題に映ったのは,教授たちのホンネとし

て,学内の要職を占めている人物たちが,今

のところ,揃って,旧社会主義統l党(SI

ED)関係者で,現在はその後継党であるとこ

ろの　PDS (Partei des demokratischen
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Sozialismus)の党員であること-の疑問を

はっきりと持っていること,そして,.自分の

能力に自信のある者は,すでにかなり前か

ら,ぜひ西側へ出て自らを試してみたかった

のだと熱っぽく語るのを聞いたときであ

る3｡一体この人たちにとっても社会主義と

は何だったのだろうという,ごく初歩的な疑

問がますます心の中に湧き上がって来るの

だった｡ロイナ-メルゼブルグ工科大学で

は,かなり以前に学長選挙が一応行われはし

たものの,地域の社会主義統一党の要職を占

める人物が選ばれ,それ以後実質的には自動

的に留任が耗き,現在に至っているというo

聞くところでは,現在学長を務める教授の専

攻は,化学の一分野ではあるが,確かに,中

ではメジャーな分野であるとは言い切れない

ものではあった｡ただ,確かに1990年10月1

日をもって,正式にドイツ民主共和国は消滅

し,新しいドイツが始まったとはいえ,大学

を始めとするいわゆる国立機関の範織におけ

る過去の決定や人事の結果は当然今のところ

そのままになっている4｡であるから,大学

のトップ艇縄の人事も当然まだそのままに

なっているのであり,これから過渡的な時期

を経て,これらのいわば不満も,徐々に解消

していくことを筆者は期待している｡また,

これは旧東ドイツの大学のほとんどすべてに

当てはまることなのであるが,旧東ドイツ時

代に,社会主義統一党政府の方針で,古い歴

史を持っ大学も,否応なしにその名称の変

更,あるいは手直しを強いられていたことに

も注目して良いと思われる｡大学名ではない

が,この間題に関して恐らく最も知られてい

るのは,旧名｢カール･マルクス･シュタッ

I(KarトMarx-Stadt)｣で知られるケムニッ

ツ(Chemnitz)であろう｡この町は日本では

しばしば｢ヒェムニッツ｣と誤って呼ばれる

が,この町こそベルリンの壁の崩壊後,いち

早く,おしきせられていた都市名を,住民の

自発的な運動により,返上し,本来の名前に

戻った好例である｡そして,これとまったく

同じ問題が,旧東ドイツの諸大学にもあては

まる｡ロイナ-メルゼブルグ工科大学の場合

ち,現在の正式な名称は｢カール･ショルレ

ンマ-工科大学･ロイナ-メルゼブルグ

(Technische Hochschule ,Carl Schorlem-

mer , Leuna-Merseburg)｣である｡前出のガ

ルベ教授は,苦笑いをしながら筆者に次のよ

うに語った.すなわち,

｢自分が西側の研究者と初めて会うと,必ず

次のことを尋ねられる｡まず,メルゼブルグ

というのはどこにあるのか,ということ,そ

して,次にカール･ショルレンマlとは誰

か,ということである｡｣

前者はライブツィヒ近郊,あるいは-レ郊

外と答えれば事は済むのだが,後者はたいて

い,続いて｢カlル･ショルレソマ-という

のはこの大学の創立者か?｣と聞かれるとい

う｡限鏡をかけ,髭をたくわえた人物の顔が

大学の紋章になっているし,大学の正門の前

に立っている,大学の看板にもこの人物の肖

像が大きく描かれているためもあり,筆者も

そう考えていたのだが,実はこれは,まった

くロイナ-メルゼブルグ工科大学とは関係の

ない人物であった｡カール･ショルレンマー

とは,カール･マルクスの友人で,有力な社

会主義者であって,しかも著名な化学者でも

あった初の人物である,ということである｡

すなわち,ロイナ-メルゼブルグ工科大学が

元来化学工業関係の研究と教育が中心だった

というだけの理由で,大学とは操もゆかりも

ない,マルクスの時代の人物の名前を無理や

り冠せられていた,ということである｡ちな

みにロイナ-メルゼブルグ工科大学の創立は

20世紀に入ってからである｡ 1409年創立とい

う長い歴史を持つライブツィヒ大学も同じ理

由で,カール･マルクス大学･ライブツィヒ

などと名乗らされている｡ロイナ-メルゼブ

ルグ工科大学では今,この長ったらしい名前

を改める件について,議論が始まりつつある
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ということであった｡そして,筆者が強く感

じたのは,その議論において終始見え隠れし

ているのが,ソ連に対するあまり良くない感

情だ,ということである｡ちなみにロイナ-

メルゼブルグ工科大学では,正門(本部棟)

の向い,バス道路を挟んで反対側が,かなり

大規模なソ連軍の駐屯地であり,いかめしい

軍服姿のソ連兵が大学のまわりに数多く見受

けられたが,ごく平均的に言って,多くの教

授たちはあまり彼らに対して好意的な目を向

けてはいない｡ ｢彼らは3年後に撤退すると

公約してはいるものの,もっと早く撤退し

て,敷地および建物を大学に返してほしい｣

という希望はかなり強いようである｡ガルベ

教授によると,ソ連兵は地元の住民と馴染も

うとせず,駐屯地の中に閉じ込もっていて,

好ましくない,というふうに一般的に見られ

ているという｡その他,旧体制に対する批判

や不信感は筆者には,思いのほか深く,特に

地方では根盤いものがあるように感じられた｡

ベルリンの壁の崩壊後で,しかも,統一の事

務処理用に作られたといってさしっかえな

い,デ･メジェル内閣の政府であるにもかか

わらず,その要人であった,というだけで,

現在は与党CDU (キリスト教民主同盟,

Christlich-demokratische Union)に鞍替えし

ているにもかかわらず,激しい批判にさらさ

れている政治家もいる｡テレビのニュース番

範などでも,インタビューを受けている市民

の発言のあちこちに,それが感じられ,問題

の根深さを感じさせるものであった5｡もっ

とも,デ･メジュル前首相自身が,旧秘密警

察との関係を取り沙汰されている現在,これ

は我々外国人にはすでにわからないほどのこ

となのかもしれない6｡

4.一般的な間蔦点

しかしながら,旧東ドイツのごく一般的な

市民の気持ちというのは,どうも以上のよう

な発言に象徴されているようである｡旧東ド

イツの国民は,住宅に関して非常に悪い環境

を戟いられているといわれているが,現にこ

の通り,東ベルリンにはこんなに住宅がある

ではないかという掃摘に,東ベルリンで会っ

た, -レ(Halle)市から来たという少女はブ

ランデンブルグ門近くの旧東ベルリンの高層

アパート群を指さし,こういういいところに

住めるのは,ほんの一部の裕福な層,すなわ

ち,旧社会主義統一党(彼女はホ-ネッカー

の党,と呼んでいた)関係者と政府関係者,

それにナショナルチームのスポlツ選手だけ

だと,暗い顔で語り, -レでは第二次大戦で

壊れた建物が未だに財政的な理由で修復され

ず,そのまま暮らしている,ということで

あった｡そして,ベルリンなどの都市以外

の,地方に住む住民は,すでに相当前から,

早く西ドイツと一緒になることを強く望んで

いたのだ,ということと,ベルリンの壁の崩

壊後,すでに旧東ドイツでは失業率が3倍に

はねあがっているんだ,と結んだのだつた｡

こんなことでは自分たちの生活は改善されな

いと感じ,国外に出る自由もなく,いわば大

多数の国民が困窮に苦しんでいたのは事実の

ようであり,また,この意味で西ドイツへの

帰属を望んではいたのかもしれないが,たと

えば東ベルリンの中心地,マルクス･エンゲ

ルス･フォルム(Marx-Engels-Forum)にあ

るこの二人の大きな像の前面には,黒いペン

キで,大きく`Wirsind unschuldig !'など

と落書きされ,自分たちが過去措き,追い求

めてきた理想が実は絵空事だったという意識

(あるいは無念さ)と,一方,この像の裏側

に書いてあった, ｢我々の生活は将来必ず改

善される｣という落書きに見られる希望とも

不安ともとれる意識は,実は複雑に交錯して

いるのである｡すなわち,過去を否定したい

という意識は強いものの,さりとてけっして

必ずしも蕃夜色の将来を夢みているわけでは

ない,ということである7｡国
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すなわち,ひとことで言ってしまえば,旧

東ドイツ国民の全員が諸手を挙げて,今度の

東西ドイツ統一を歓迎しているわけではない

ということである｡筆者が個人的に得た感触

によると,ライブツィヒなどの大都市の,比

較的大きな事業所に勤務している層などに

は,今回のような形での東西統一を,ある意

味で無念に思っている人たちもいるようであ

る｡そういう人たちの中には,たとえば,西

側から来た人間と見ると,育骨に一種の拒否

反応を示す輩も見受けられるし,また,現在

は逮挿され,取調べが続いている,旧東ドイ

ツ最後の国家元首エーリッヒ･ホlネッカー

の呼び方に関しても,大多数の一般市民はま

さしく呼び捨てであるのに対し,旧官僚など

には,いまだに`Herr Honecker'と呼ぶ人

がいるのである｡すなわち,統一で損をする

障居も,旧東ドイツには確かに存在するので

ある｡つまり,いままでは,社会や経済の

｢西欧化｣は堕落の典型として,きつく戒め

られるものだったのに対し,東西ドイツの統

一後は,逆にそれが今後の生き残りに不可欠

なものなのだ,という具合いに,目標を公然

と180度転換しなくてほならなくなったとき,

かつての｢康等生｣たちが,大いなるジレン

マに陥つたであろうことは,想像するに難く

はない｡この点,少なくとも筆者が会い,話

をした教授たちは,もちろん旧社会の知識階

級の代表的存在だったに違いはないが,前述

のような一部の層に見られるかたくなな態度

は持ち合わせておらず,筆者にとっては救わ

れる思いであった｡

旧東ドイツの町については,私の目には,

噂に聞いていた通り,市民の生活が貧しくう

っり,特に,大都市ではまだしも,地方の小

さな町へ行くとそれが如実に感じられるもの

であった.メルゼブルグ程度の,小さくはな

い町においてでさえも,地域のショッピング

･センター(Einkaufszentrum)は,一応営

業時間は旧西ドイツ並みに午後6時までとい

う掲示がしてあるものの,現実には午後3時

にはもう閉まっている｡驚いて中を覗いてみ

ると,陳列棚がすでに空っぽで,要するに売

るものがもうないから,店だけ開けていても

無意味だ,ということのようである｡家内と

娘たちは,このおかげで,食料を買いそこね

たものである｡また,ドレスデソにおいてさ

えも,何と銀行の前に行列ができているのに

は恐れ入った｡旧東ドイツマルクの交換など

はとっくに終っているはずであるから,これ

は純粋に｢待ち行列｣である｡また,アウト

バーン(というのもおこがましいような,老

朽化による片面閉鎖のため,実は大半が1

レーンの,そして何と部分的には石畳になっ

ているこわいシロモノである｡筆者の革は今

度の旧東ドイツ紀行で確実にいたんでしまっ

た--･)から一歩入ったところでは,まさし

く中世からそのままのような石造りの建物

に,実際に人間が住んでいるし,ライブツィ

ヒからマイセン,そしてドレスデソへ,一般

道を通って車で走ったときに,途中通り抜け

た町や村の,あの,実は戦後再建されたもの

であるローテンプルグなど問題にならない,

｢本当の｣石畳の道,まさしく中世の家並み

がそのまま残っている,そして,第2次大戦

で破壊されたままになっているらしい家々な

ど,明らかに民の生活が貧しいこと,また,

工事中だったとはいえ,ライブツィヒからメ

ルゼブルグへ通じる道,地図の上では幹線で

あるはずの道での,あの, 30年前の日本の田

舎をまざまざと思い出させるぬかるみの泥ん

こ道,いずれも今や西側先進国ではお目にか

かれないものである｡これらの土地のいずれ

ち,旧東ドイツ時代には,西側の人間の立ち

入りは禁止されていたであろうし,実際,メ

ルゼブルグでも,西側の人間,とくに日本人

などと話すのは珍しい(ひょっとしたら初め

て?)らしく,中には,道を聞くために車を

停めて話しかけようとすると逃げて行ってし

まう人もいて,若干困ったこともあった｡た
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だ,これは逆の意味で私にとってメリットで

もあったことは事実である｡つまり,日本か

らの｢調査団｣と称して訪れる団体が見物す

るのは,いずれ代表的,あるいは典型的な場

所ではあろうが,現地の案内人がついてまわ

る見学地には,私が偶然迷い込んだ裏通り

や,工場の裏などは絶対に入ってはいないと

思われるからである｡現地の人間に案内され

て巡るところだけを見てまわり, ｢再建-の

手ごたえを感じ｣ても,ほとんど無意味であ

ることは,今度の紀行で痛感した｡著名な都

市だけを巡り,普通のホテルの5倍の料金の

インター･ホテルに泊まって,共産圏諸国に

ついて｢考察｣しても,せいぜい雲の上の美

しい議論になってしまうのがおちである｡

そして一方,大都市では,工場のばい煙や

車の排気ガスに規制が全くないことから,大

気汚染がひどく,ライブツィヒ等はいつもス

モッグがかかっていて,失礼ながら,とても

自分は住めないであろう,という気がした｡

夜のライブツィヒで,歩道橋から見おろした

中央駅方面の景色が,どうも可怪しく思え

て,なぜかと考えてみたら,天気は晴れなの

にもかかわらず,排気ガスのために,あたか

も幾重にも重なった夜霧のカーテンの中のよ

うに見えるからであることに気づいたとき

の,あの狼狽は,我ながら忘れられない｡世

界最古の歴史を持つ管弦楽団の本拠地として

有名なゲヴァソト-ウスにしても,ばい煙と

排気ガスのために,せっかく立て直したばか

りであるはずの建物がすでにくすんでおり,

公害最盛期の四日市,川崎の空を更にひどく

した状態と考えれば最も正確な表現というこ

とになるであろう｡この点ドレスデソはまだ

ましであるが,いずれにしてもあの悪名高き

旧東ドイツ国産車｢トラバント｣および

｢ヴァルトブルグ｣を何とかしないと大気汚

染の問題は解決しないであろう8｡

ベルリンにしても,西から東へ入ると途端

に,色とりどりの広告やネオンサインがなく

なるのはまだしも,建物自体が無彩色にな

り,急にひっそりとして,活気がなくなるの

は,以前からであろうか｡ベルリソの壁も,

旧チェックポイント･チャ-i;-のあたりは

すでに完全に壁が取り払われており,筆者な

どは,ドレスデンから一路ベルリンへ入った

とき,そこを自ら運転して通過したのにも気

がつかないくらいであった｡また,フリード

1)ッヒ･シュT.ラlセ(Friedrich StraBe)

あたりはすでに旧東側の建物は取り壊され,

新しい西欧ふうの建物が建築中であった｡こ

のあたりも,有名な, ｢建物自体を壁にした｣

地域であり,壁側を向いている窓をコンク

リートで塗り込めた建物で知られていたあた

りであるが,それらはもう大半が壊されて,

新しい西欧ふうのアパlト群が着々と建てら

れつっあった｡そんなわけで,冷戦時代の面

影は急速に消えつつある,ということであろ

う｡壁からそう遠くないところにある｢ポッ

ダマ- ･プラヅツ(Potzdamer Platz)｣に

は,ダイムラl ･ベンツ社がこの土地を購入

し,近い将来建築工事が始まる,という大き

な立て看板があり,こうして見ると,社会主

義というのはいったい何だったのか,この壁

の存在のゆえに死んで行った人たちは,やは

り浮かばれないのではないか,と思わざるを

えなかった｡旧東ベルリンの,壁のすぐ東に

ある｢ベルリソ中央駅｣の地下のコイン･

ロッカl･スペースに,寝泊まりしているら

しい浮浪者の-大集団も,いっからいるのか

は不明であるが,観光客にとつての安全上の

問題を大いに感じたし,旧体制がこぼし,あ

るいは残していった難問は,旧社会の実態が

次第に明らかになるにつれて,ますます,等

比級数的に数多く明らかになって来ること

紘,確実のように,筆者には思われた｡しか

ち,そのような社会問題を処理できなかった

のが,必ずしも資金不足だけが原因だったの

ではなく,旧社会主義統一党(SED)によ

る,資金の自らへの｢債斜配分｣によるとこ
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ろが大であったというところに,病根の一層

の深さが兄いだされる｡周知の通り旧SEDの

後継党であるPDSの,東西統一にあたっての

財産隠しと,それにまっわる旧SED幹部の逮

捕は,たたけばいくらでもホコリが出そうで

あることをにおわせるし,そもそもPDSの現

党首であるギジー(GregorGysi)自身が,そ

れに加担していたかどで今も取調べを受けて

いるというのであるから,まさしく救いよう

がないように思われた9｡

5.課題とむすび

現代の.日本が典型的な｢資本主義｣国であ

るとすれば,旧東ドイツにとっては,日本な

どは最も許されざる国だったのかもしれない

が,おそらくすでに日本でも知られている通

り,ほとんどの一般市民の意誠あるいは希望

とは全く別の場所で別の方向に,一部の支配

階級の独断で政治が行われていた,というこ

とが明々白々である｡一般市民がせいぜい前

述のトラバントに,しかも,かなりの待ち行

列の末で購入して,乗っているのに対し,

ホーネッカー元元首が,特注のVOLVOの1)

ムジンを何台も持ち,自らが居住していた

｢宮殿｣の地下車庫に置いていたのが先頃テ

レビに映って,しかもそれが今や大変なホコ

リをかぶっているのを見ると,民の怒りも理

解できようというものである.また,やはり

彼が,自らの,列車による国内兼行用に作ら

せたという, ｢特別列車｣の車両は, 5っ星ク

ラスのホテルのスイ-ト･ルームを思わせ,

まさしく,お金の余った王侯貴族が暇にあか

せて革をこらして作らせた超妻華車両にあた

るものであって,こういうものの存在を今,

テレビのニュlスなどで知った,旧東ドイツ

の市民は,やはりやりきれない気分であろう

ということも,筆者にはよくわかる｡ただ,

imaaMZiSm嗣a濫Bcgaaa眉間蝣蝣: J2爆発

させると,また別のおかしな方向へ飛んで

行ってしまいそうな気がして,それもまた恐

ろしく思われるのである｡社会主義関係の科

目を,何だか今まで?の腹いせか仕返しのよ

うに,完膚なきまでに叩きのめし,完全に葬

り去ってしまう,というのは何だか逆の意味

で危険思想のように思えてならない｡少なく

とも西側先進国では,そのようなことはしな

いはずであると筆者は信じているo　現に,旧

社会主義統一党はPDSと名前を変えて,今も

その存在を認められており,おかげで12月上

旬の選挙では,彼らは旧東ドイツ地区では

10%近い得票を見せている｡彼らを根こそぎ

叩き渡すのは｢民主主義の原理｣に反するか

らであり,実際,彼らを支持する人々が,こ

れだけいるのである｡この国が大きく変わり

つつあるのはもちろんわかるが,しかし,.こ

れまで行ってきた教育あるいは指導の遺産と

いうものは,必ず何かある気がするし,それ

に,望めばどんな事でも知ることができる,

見られるというのが｢資本主義｣社会の教育

である,という気がしてならない｡旧東ドイ

ツの大学も,遅れを早く取り戻すべく経営学

教育に力を入れるのは大いに結構であるが,

その際,もう一つ大事なことも忘れずに,学

生達に教えてほしいという印象を筆者は強く

している｡っまり, ｢自由｣というものが,

いったいどういうものであるか,ぜひ,誤解

することなく,身を持って教えていただきた

いということである.

もうひとっ,疑問に思ったことで,しかも

これが決定的に全体を左右する要因ではない

かと思ったのは,現在の状態からいかに速や

かに抜け出し,生産性を高めるかという,負

終的な課題を解決するためには,西側諸国で

過去推し進められていた経営学教育を,そっ

くりそのまま導入するとか,あるいは,そこ

で教えられている知識を,旧東ドイツの大学

生たちに与えるということが,西側諸国と同

じ生産性を達成するための｢前提条件を整

備｣しているに過ぎないのだ,ということに
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早く気づかなくてはならない,ということで

ある｡高い生産性,およびその勤勉さで知ら

れる日本の労働者,あるいはその職業生活を

そのまま参考にする必要は,当然,ないであ

ろうが,わが国における高い生産性の達成と

その維持は,単にQCサlクルその他の生産

性向上運動等の｢技術上を,巧みに利用した

からだけではない｡筆者の考えでは,実際に

は,その背後にある,労働者自身が持つ｢達

成意識(LeistungsbewuBtsein)｣こそが,最

も重要なのである｡この｢達成意識｣はかな

りの程度の差こそあれ,西側諸国の労働者に

共通して見られる,労働のバックボlソで

あって,それは,戦後45年間の資本主義社

会,あるいは自由主義経済の中で働いてきた

労働者が,いわば試行錯誤の上,次第に身に

つけることができたものであると,筆者は考

えている｡この,同じものを,旧東ドイツの

現労働者たちが,はたして身につけているの

か,筆者には断定Lがたい｡そして,将来の

基幹労働者候補生たる,旧東ドイツの大学生

たちが,いつの日か,そのような生産性向上

に向けて努力する際に,一番忘れてはならな

いのが,この｢達成意識｣であるように,筆

者には虫く思われたのである｡そしてそれ

は,とりもなおきず,従来のような｢上から

言われたことさえやっていれば良い｣という

体制から, ｢自分の頭で考える｣という体制

への重大な意識変革なのである｡であるか

ら,いかに市場原理を導入し,企業形態だけ

民営化して,いわば｢ウツワ｣だけ変えて

ち,そこで働く労働者に｢競争意識｣による

｢自立的創意工夫｣という姿勢がなくては,

現在,旧東ドイツのそこここで見られる,

せっかくの熱意と計画のすべてが画餅に帰す

るおそれさえ存在しようo　西ドイツの知識人

の間では,旧東ドイツの企業の生産性が西側

先進国並みになるには,最低20年はかかるの

ではないかという見解が,あからさまではな

いが,実は意外にひろがっている｡その根拠

は,現在基幹労働者として働いている世代

が,その中心的な役割を次の世代に譲り渡し

てから,ようやく本格的な生産性向上が見ら

れるのではないかという推論である｡しか

し,現代において, 20年などというとんでも

ない年月の持つ意味がどういうものであるか

は,言わずもがなである｡そんなに長く待つ

ことは,彼らにとってはもちろんのこと,

我々西側の人間にとっても許されることでは

ないし,そもそも物理的に不可能である｡旧

東ドイツの大学での新しい経営学教育で,普

ず最初に教えられなくてはならないのは,実

紘,そして,まさしくこのことであるよう

に,筆者には思えてならないのであるが,い

かがなものであろうか｡

そして,それに負けず劣らず大切に思われ

るのは,社会主義が誤りだった,などと声を

大にして叫ぶことの愚をいち早く認識するこ

とである｡慶慮義塾大学の島田教授も述べて

おられるとおり,

｢　　　　　　東欧諸国は戦後"共産主義

国家ソ連"の指導によってこうした搾取のな

い社会を築いたはずであった｡すべての勤労

者は一定の雇用機会と労働力を再生産するの

に必要な賃金を保障された｡計画経済の下

で,勤労者住宅の建設や医療などの公共的

サービスの提供が計画的に行われた｡日本や

西欧諸国が大戦後の破壊と疲弊から必死に立

ち上がろうと苦闘している時代には,国家が

計画的,強制的に資源を配分する経済体制は

長所を発揮した｡一一一･｣10

という時代があったことは確かだからである｡

すなわち,過去,社会を変革するために,社

会主義が有効であった時期があったであろう

ことは,否定しきれないであろう｡社会主義

は誤りだったのではなく,とうにその使命を

負えていたというべきであり,今になってい

たずらに投げやりな気持ちになり,すべてを

叩き渡すという,古代ローマ時代の国家間の

戦争のようなことを奨励されては,後々の後
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鯨の種になりはしないかと危供するものであ

る.

いずれにしても旧東ドイツの大学における

経営学教育はおおいに前途多難なようである｡

証

*本稿は,筆者が,日独協会(Japanisch-

deutsche Gemeinschaft e.V.)の機関誌,

`Die Brucke'に寄稿したノlト｢旧東ドイ

ツの大学の経営学教育｣を,同協会の承認の

もとに大略に加筆･修正したものである｡

1　ただし,カツツァー教授は残念ながらそ

の後病気にかかり,筆者がメルゼブルグを訪

れたときには, 5時間におよぶ手術後の静養

のために入院中で,直寮再会することはでき

なかった.同教授の一日も早い回復を心から

顧う次第である｡

2　ただし,開くところによると彼ら自身は

ロシア語をあまりしゃべりたがらないという｡

象教的な現象である｡

3　前述のカッツァー教授は,自らの論文が

｢社会主義的｣でないためか,東ドイツ国内

では発表できず,チェコや-ソガ1)-の友人

のところへ送り,そこで発表していたという｡

フランクフルト大学で彼と話したとき, ｢そ

れではあなたはこれからは,おおっぴらに,

蓮井共和国の雑誌に投稿できますね｣と筆者

が言ったら,相好をくずしていたのを今でも

思い出す｡同教授は,ベル1)ソの壁の構築に

よって,西側に住んでいた兄弟と分断され,

しかもロイナ-メルゼブルグ工科大学の教授

になるとき,西ドイツに住んでいる兄弟とは

今後絶対に連絡をとらないことを誓約させら

れたという1989年11月のベルリンの壁の崩

壊後,東西ドイツ間のドイツ人の行き来は実

質的に自由になり,彼もしばらくぶりに西ド

イツの兄弟を訪問したのだが,残念ながらす

でに死去していたそうである｡ドイツでは,

このような例は,それこそ枚挙にいとまがな

いのだが,研究者として,カッツ71教授の

ような希望を持った人は,実は潜在的にはか

なりの教だったようである｡

4　実はこれこそが,新生ドイツの一部とし

ての旧東ドイツ社会の,最も深刻な問題であ

ることもまた,事実である｡いわゆる`Sta-

si' (Dudenの大辞典によると, Angehorig-

er des Staatssicherheitsdienstes,国家保安維

持隊員,すなわち私費警察)の間葛として知

られるこの難題は,筆者の意見では,今後の

旧東ドイツの｢西欧化｣のプロセスに対し

て,第2次世界大戦後の,いわゆる`Ent-

nazifisierung'の問題に康るとも劣らない深

刻な影響を与えるものと思われる｡

5　統一後最初の選挙における,旧東ドイツ

北部の州での選挙戦を伝えるテレビのニュー

スで,この政治家が演説している片隅で,チ

レビ局が聴衆にイソクビュlしているシlソ

が写り,そこでの,その市民の答えが, ｢私は

この男( `Mensch'と呼んでいた!)に投

票したくない｣であったのに,少なからず驚

かされたものである｡もちろん,インタ

ビュー相手の選択の適切さという問題もある

のかもしれない｡

6　`Stasi: Neuer Verdacht gegen Lothar

de Maiziとre', Der Spiegel, Nr. 50/44.

Jahrgang 10. Dezember S. 30. ff.

7　このマルクスとェソゲルスの像のまわり

で,中国人とみられるグループが,明らかに

感激したようすを見せながら記念撮影をして

いる風景を見て,筆者は非常に複雑な気分で

あった｡今やこの二人の理論をそのまま倍じ

込んでいるのは,ヨlPヅパ最後の｢社会主

義国｣アルバニアがついに一党独裁をやめた

今,あるいはもう中国だけなのかもしれない.

ちなみに,筆者が滞在しているライソラソド

･プァルツ州ト1)7-市は,偶然このカール

･マルクスの出生地であり,彼の生家が博物

館となっているが,来訪記韓を見ても,ここ

を訪れる中国人の数はかなりのものがあり,

しかも一様に皆,感款の面もちで見物してい
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るのは,筆者には不可解な風景に思われてな

らなかった｡あえて言えば,君過し得ない重

大な時代錯誤がここにある,という意識が湧

いて来るのが常である｡

8　これらの｢国産車｣は,周知の通り,プ

ラスチックとおがくずを混ぜてこね,固めた

｢樹脂｣を成型して幸の形にしてあり,また

車体の底面にはフレームというか,シャフト

がないようである.玩具用のマブチ･モー

ターのエンジンキットにプラスチックの車体

を乗せたプラモデルがあるが,あれをそのま

ま大きくしたものにあたるといえるであろう｡

旧東ドイツの大学の教授たちに,何度か乗せ

ていただいたが,まずギアがコラム･シフト

であるのに驚き,次に,運転席と助手席の間

の床がっるっと真ったいらでまた驚いた｡で

あるから,助手席に座ったまま,左足を伸ば

せばアクセルやブレーキに足が届く｡運転席

と助手席との間の足元の仕切りがないからで

ある｡ (ただし,座席は分かれている｡)つま

り,筆者のみたところでは,事体の床に,西

側の車のようにボディフレームが入っていな

いようである｡また,何度も交通事故を見た

が,普通,車同士がぶっかると,車体がへこ

むものであるのが,トラバントは事体が前述

の｢木造合成プラスチック｣のため,下敷が

割れた状態というか,小学生などが使ってい

るプラスチック製の筆入れがつぶれてはじけ

たかのような様相を呈していた∴いずれにし

ても,あの排気ガスがすごい｡青い｢毒ガ

ス｣をもうもうと吐き出して走っていて,大

都市はおそるべき大気汚染である｡どの町で

ち,トラバントやヴァルトブルグの後ろを

走っているときは,大変な息苦しさであった｡

また,旧西ドイツのアウトバlソを走ると

普,トラバントは大変なお荷物となる｡最高

速度がIOOkm/hであるため,走行車農を

走っていてもあっという間に追いついてしま

うからで,統一後のドイツでのアウトバlソ

でのトラバントがらみの交通事故の増加は驚

くべきものがある｡せいぜい150-160km/h

でしか走らない筆者も何度も危ない目にあっ

たし, ｢遅い皐はトラバント｣は,今や一種の

合言葉である｡

9　報道によると,ギジー党首は統一直後の

10月下旬にモスクワを訪れ,旧SEDの財産を

｢自由主義｣から守り,党の手を#れないよ

うにさせるため, 1億700万マルクにのぼる

資金をモスクワの口座にとりあえず送金して

おいて,一方その不正送金が明るみに出ない

ように工作を試みたという｡すなわち,旧東

ドイツ時代にモスクワへ留学していた学生た

ちの費用を一括して支払ったのだということ

にしてほしいと,ソ連共産党のイワシェコ,

ファーリン(国際部長)両氏に,口裏を合わ

せるように働きかけたのだが,予想外に彼ら

がそれにはついに応じなかったため,やむな

くギジー党首はこの不正送金を認める記者会

見を行なわざるを得なかった,という｡これ

らの資金(一説では数百億マルク!)紘,本

来ナチ,大地主などから第2次大戦後に没収

した財産や,旧｢国営｣のホテルや休暇の家

などであるが,筆者にとって興味深かったの

は,この会見でギジー党首が,今度の不正送

金は党副議長(副党首)のポールと財政部長

のラングニチュケが勝手にやったことで,自

分はまったく知らなかったといって言い逃れ

ようとしていることである｡この二人は10月

下旬に速やかに逮捕され,身柄拘束のまま取

調べが耗いているが,当のギジー党首は, 12

月上旬の遺草にも陣頭指揮をとり,選挙直後

紅ARD (Arbeitsgemeinschaft der offent-

lich-rechtlichen Rundfunkanstalten der

BRD,ドイツ第-テレビ)で行なわれた各党

党首の討論会にも堂々と出席しているのには

恐れ入った｡ただし,この席でのコール

CDU党首(首相)とのやりとりのようすは,

見ていて面白いものではあった｡

ギジー｢湾岸危幾にあたって,軍隊をサウジ

アラビアに派遣するのは,明らかに無駄な支
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出ではありませんか?｣

コール｢そんなことを言うあなたの元同僚た

ちの政府が,イラクにあんなに武器を提供し

たからではないですかっ! ,私たちは武器な

どはまったく捷供してはいませんよっ!｣

ギジー｢　　　　｣

この時のコール党首の形相は,ちょっと驚く

ものがあり,特別の意識を感じさせるもので

はあった｡

10　島田(1990), S. 171
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